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Fast Radio Burst(以下 FRBと呼ぶ)は 2007年に初めて発見された、宇宙論的距離から約数ミリ秒のごく短い
時間に膨大なエネルギーのパルスが数百MHzから数GHzという電波帯で観測される天体である。初検出から今
日に至るまで多くの研究がなされてきたが未だに FRBの母天体や発生機構の包括的な解明には至っておらず、こ
の発生機構を制限するために様々な周波数で FRBを観測することは重要である。
FRBは大きく分けると一回きりしか観測されていない one-off FRBと、同じ場所から複数回バーストが見られ

る repeating FRBに分けられる。この repeating FRBの中でも最も活動性の高い FRBのうちの 1つである FRB
20201124Aは 2021年の活動活性期で千個以上のバーストが検出され (Xu et al. 2021)、今年の 1月末にも数個の
バーストが観測された (Ould-Boukattine et al. 2022a; Ould-Boukattine et al. 2022b; Atri et al. 2022, etc.)。そ
こで我々は本 FRBを臼田宇宙空間観測所の 64 m 電波望遠鏡を用いて Sバンドと Xバンドで同時観測を行い、
その結果 1つのバーストを Sバンドで検出した。我々の検出したバーストは本 FRBから検出されたバーストの
中で最も明るいものの 1つであり、かつ検出周波数は最も高く非常に特異的であった。本講演では、我々の検出
したバーストの性質と特異性を過去に検出されたバーストと比較することで議論したい。


